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今回ファイザーヘルスリサーチ振興財団に支援いただき、結果をまとめることできまし
たので、今日ご報告させていただきたいと思います。

【スライド1】
こちらにお示ししたの

はこの研究の概略で、濃
いグレーの丸で書いてあ
るのは東日本大震災、3.11
です。

調査自体は、「本研究」
と書いてあるところです
けれども、最初に、震災
のあと 1 カ月後に先行研
究を行い、2011 年の 7 月
までフォローアップして、
2012年にPLOS ONEに報告しています。そのサンプルを用いて、4年間追跡して、今回
それをまとめさせていただきました。

主研究はDisaster Medicine and Public Health Preparednessに報告していますが、副次
的なものとしても、産業衛生における重要点に関して報告しました。

【スライド2】
まず、主研究の背景と

目的ですが、被災者およ
び支援者を問わず、東日
本大震災の 1 カ月後に精
神健康に関する調査を実
施したのはわれわれだけ
です。救援活動直後から
長期にわたり縦断的に医
療救援者の精神健康を調
査した報告はありません。
また、救援活動を行った
医療救援者における燃え尽きに関する調査もありません。
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今回、東日本大震災において救援活動を行ったDMATの隊員を4年間フォローアップし
て、心的外傷後ストレス症状および燃え尽きについて検討し、その予測因子を調べました。

　
【スライド3】

研究の方法です。
まず対象ですが、2012

年に報告した先行研究の
参加者全員です。手順は、
日本DMAT事務局のメー
リングリストを用いて、
追跡調査の実施を通知し
ました。アンケートの収
集は、Web または郵送で
質問紙に答えていただく
という方法を採用してい
ます。

2011年4月のものですが、初回の調査項目は年齢、性別、派遣期間、派遣前のストレス、
派遣中のけが、子どもを救助した経験、遺体に接した経験、放射線被ばくに関する心配、
震災関連のテレビの視聴時間、並びに直後の苦痛としてPeritraumatic Distress Inventory

（PDI）です。PDIはわれわれが開発したもので、既に欧米でも使われています。

【スライド4】
追跡調査は4年目ですけ

れども、心的外傷後ストレ
ス症状は Impact of Event 
Scaleを使っています。燃
え尽きに関してはMaslash 
Burnout Inventory と い う
ものを使っています。特
にバーンアウトに関して
は、仕事で日々過大な情
緒的資源を要求される結
果生じる、情緒的な消耗
感というのを主症状とし
て取っています。

【スライド5】
研究参加者ですけれども、派遣されたDMAT隊員は当時1,816名。全員捕捉しています

が、その内426名が2011年の4月の段階でベースライン調査に対応しています。観察研究
に254名が参加され、4年後に追跡調査に応じていただいた方が188名、74パーセントのレ
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スポンスレートです。平
均年齢が42歳、男性が60
パーセント、職種は看護
師が約半数、医師が4分の
1という背景です。

【スライド6】
結果です。
まず派遣直後、震災1カ

月後の苦痛がどれだけ 4
年後のPTSD症状を予測
するかという解析ですが、
この表にお示しするとお
り、PDI と呼ばれる周ト
ラウマ期の苦痛が直後に
強かった人は、4年経って
も彼らの症状を予測する
ということが分かりまし
た。

なお、2012年の報告で
は、下のほうにあるテレ
ビの視聴時間で4時間を超
えた方はストレス症状が
強いということが関連に
出ていましたが、今回は
消えています。

【スライド7】
それから燃え尽きです。

燃え尽きに関しても、PDI
得点と派遣前にストレス
を感じていた方が、4 年
経っても燃え尽きに影響
するということが分かり
ました。

【スライド8】
考察として、救援直後の精神的苦痛は4年後のPTSD症状および燃え尽きを予測する。
派遣前ストレスもしくは活動直後の精神的な苦痛の評価が、救援者の精神健康増進、あ

るいは離職・休職の予防につながる可能性を、この研究は示唆しています。
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DMATの隊員において
は、これまで派遣後のス
トレスチェックを行って
いませんでしたが、今後
は行うことが望ましいと
考えました。

それに基づいて、2015
年9月に発災した関東・東
北豪雨災害、軽井沢のバ
ス事故、広島県の山陽自
動車道のトンネル事故、
さらには熊本地震におい
て、この成果を応用して…スライド下部は新聞の記事ですけれども、PDIを用いてDMAT
の隊員の精神健康をフォローアップする活動につなげています。

【スライド9】
副次研究に移ります。
救援者の PTSD のリス

クは知られるようになっ
ていますが、救援体験自
体が、その後の仕事にど
う影響を及ぼすかという
ことは、研究が乏しいと
いう状況でした。そこで、
われわれは今回の対象を
用いて、被災、震災前の
レジリエンス…心の強さ
ということですけれども、
それから救援活動中の精神的な苦痛、ならびに活動後の外傷後の成長…つらいことを経験
しますと非常にメンタル面で成長するという報告がありまして、そういったものがワーク・
エンゲージメントにどう影響を与えるかということを検討しました。

【スライド10】
レジリエンスはRSと呼ばれるスケールで、RS-14という短縮版を用いて評価していま

す。これもわれわれが作ったものです。
外傷後成長はPTGIという尺度で、容易に乗り越えられないような危機に直面した結果

生じる肯定的な変容体験というように定義されます。他者との関係性、新たな可能性、人
間としての強さ、精神的な変容、生命および人生に対する感謝という5因子で構成されま
す。

今回のメインの従属変数のワーク・エンゲイジメントは、仕事に関連してポジティブで

スライド 8

スライド 9



- 135 -

セッション 3  / ホールセッション

充実した心理状態を測っ
ています。これはUWES
というもので評価して、
活力とか熱意、没頭とい
う 3 因子に分かれていま
す。

【スライド11】
結果ですが、レジリエ

ンスと外傷後成長が4年後
のワーク・エンゲイジメ
ントを予測する。いずれ
も正の関連ですけれども、
強ければ良いということ
がこの研究から分かって
います。

【スライド12】
まとめです。
震災前のレジリエンス

と、活動後、つらいこと
を体験したあとの成長と
いうのが、震災 4 年後の
ワーク・エンゲイジメン
トの向上に寄与すること
が示唆されました。

活動中ならびに活動直
後の精神的苦痛は、4年後
のワーク・エンゲイジメ
ントには関連はありませ
んでした。

年齢については、勤務
年数が長い人ほど救援活
動、ワーク・エンゲイジ
メント向上につなげやす
いという可能性が示され
ました。

もともと、レジリエンスが震災の前から高い人だけではなくて、活動中に精神的な苦痛
を感じた場合でも、その後にその人が精神的な成長、外傷後成長ということをもし経験す
れば、その後のワーク・エンゲイジメントを向上させることができるかもしれないという
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ことが、この研究からは示唆されました。

【スライド13】
結論です。
DMATの隊員の精神健康を発災直後から4年間追跡しました。
震災前のストレスならびに活動直後の精神的苦痛の評価が、救援者の精神健康増進なら

びに離職・求職の予防につながる可能性を示唆しました。
震災前のレジリエンス

が高いこと、活動後の外
傷後成長が、仕事に関わ
るポジティブな心理状態
の向上につながる可能性
が示唆されました。

なお、この研究は写真
の河嶌が中心に行い、多
数の紙上で報道していた
だいて、非常に反響があ
りました。

質疑応答

会場：　ポストトラウマティックスのグロースインデックスのほうで、どういうことが災
害後成長につながったのかという解析はございますでしょうか。いろいろな成長
の仕方があるとは思うのですけれども、先生の結論の中では、勤務年数が多いほ
どレジリエンスが高いというような話をされていたかと思うのですが、要は、年
齢がいっているほうが成長したと思えるのか。それはまた別の発表だったのかも
しれませんが、どうですか。

松岡：　年齢に関しては、重回帰分析の中で有意に残っておりまして、少し年齢が高い人
ほどワーク・エンゲイジメントが高いという方向です。要するに、経験年数があ
るほど、つらいことがあってもそれをあまり負わずに、仕事においても没頭でき
るということが独立で出ているだけであって、外傷後成長との関連は特にござい
ませんでした。インディペンデントに外傷後成長は年齢とは関係なく生じている
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ようです。ただ、どういった体験が成長につながったかということに関しては、
研究の趣旨と外れているので、そこまでわれわれはデータを取っておりませんで
したので、今回の検討からは分かりませんが、大変重要なポイントだとは思いま
す。ありがとうございます。

会場：　参考までにお伺いしたいのですが、当院でもDMATの隊員を養成しておりまして、
本人の希望のもとで選出するような体制は取っているのですが、この研究等に関
連して、出す側としての適性というところが、もし何か分かるのであればご意見
いただきたいと思います。

松岡：　今回のわれわれの結果は、250名ぐらいの非常に小さなサンプルではありますが、
派遣前にもともとストレスを抱えている方は、そこで行ってしまうと二次的にま
た被害を受けてしまって、精神的に4年たっても困っていることがよく分かりま
した。と同時に、現場でPDIという心理的苦痛を測るものがあります。13項目で
す。簡単なのですけれども、それを取り入れることによって、まずそうな人は早
期に救いができます。現場とすると、そういったものを早期に入れる。また、行
く前からちょっとストレスを抱えている…家庭であったり、職場であったり、い
ろいろあると思いますけれども、そういう方はあまりお勧めしないほうがいいの
かなという結果です。

会場：　どうもありがとうございました。


